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学生広報チーム＆神大うりぼー

全学共通の授業が行われているので、学部問わずたくさん
の学生が集う国人 ( 鶴甲第 1) キャンパス。ラーニングコモ
ンズこと「ラーコモ」では皆思い思いに過ごし、勉強した
り談笑したりしています。そしてラーコモを出て外のテラ
スに行ってみましょう。天気の良い日はとても気持ちがよく、
眼下には海が広がっています。

学 内 探 検 隊 ！

経営学部 4 年・藤田奈菜子
経済学部 4 年・田中凌太
神大うりぼー 出

演

鶴甲第1キャンパス

の巻ラーニングコモンズ

食堂上のデッキテラス。ベンチが置かれており、自由
に座って休憩できるようになっています。晴れた昼休
みは学生でいっぱいになることも。図書館やラーコモ
で勉強している時、少し息抜きに友人達とベンチに腰
掛けてみてはいかがでしょうか。

ウッドデッキのテラス

ここは、私語厳禁の図書館とは違い、友達と話し合い
ながら勉強することができます！部活・サークルの
ミーティングや、プレゼンテーションの練習など、使
い方は自分次第‼

ラーニングコモンズ
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閲覧机脚部の彫刻

約80年前の大閲覧室（1937（昭和12）年頃））

社会科学系図書館

［特集1］ 世界初の「マイクロ波マンモグラフィ」開発

［特集2 神大研究ズームアップ］ 市民とともに地域の歴史資料を保全

［神大生の挑戦］ 神大生による神大生のための「学生サポート」

［KOBE教育］ 国際人間科学部 グローバル・スタディーズ・プログラム（G S P）

［キラリ神大 OG・OB］ マンガやデザインを通し、面白さと魅力を分かりやすく伝える

［神大 × LOCAL］  「建築学生」が地域をつなぐ ̶ まちプロジェクト

［こんにちは！留学生です］ マレーシアからの留学生

［国際ニュース］╱［留学だより］

［神戸大学基金だより］╱［アラムナイ］
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history of  Kobe University

　神戸大学にある最大・最古の図書館は「社会科学

系図書館」である。1903（明治36）年に開館した旧

制官立神戸高等商業学校図書館の系譜を引く社会

科学関係専門図書館であり、117年もの長い歴史

の中で収集された蔵書数は140万冊を超える。代表

的な貴重書として、複式簿記の嚆矢となった世界最

古の会計書であるルカ・パチョーリ著『スムマ』

（1494年刊行の初版本）がある。他にも特色あるコ

レクションとして、阪神・淡路大震災関係資料コ

レクション「震災文庫」、江戸慶長期～明治初期の

海事海運関係資料コレクション「住田文庫」（住田

正一旧蔵）、旧摂津国八部郡花熊村「村上家文書」、

神戸開港時の土地・海運・居留地・行政等関係資料

「神戸開港文書」、18世紀のウィーン近郊で実際に使

用されていたカメラール簿記関連文献（戸田博之旧

蔵）、18世紀の朝鮮半島開城で実際に使用されてい

た簿記帳簿（平井泰太郎旧蔵）などがあり、その一

部は図書館ホームページ内「デジタルアーカイブ」

で電子化公開されている。1933（昭和8）年竣工の

現建物は、国の登録有形文化財であり、設計は文部

大臣官房建築課、施工は大林組が担当した。淡黄色

のスクラッチ・タイル張りの外壁を有する鉄筋コン

クリート造２階建て、後方に５階建ての書庫が繋が

る。書庫には当時では珍しい昇降機装置（エレベー

ター）が設置された。なお、書庫は戦後に増築が繰

り返されたため、竣工当初の状態をとどめる「書庫

Ｃ棟」の東側のみが文化財であり、今もそこだけは

木製の床となっている。玄関ホールを入ると開放的

な吹き抜け階段が正面に現れ、天井ステンドグラス

のトップライトから静寂の中に光が降り注ぐ魅力的

な空間となっている。ちなみにステンドグラスには

「KOBE」・「UNIVERSITY」の文字が刻まれてい

る。階段を２階へ上がると、正面に洋画家中山正實

作の大壁画「青春」（1935（昭和10）年完成）が出迎

えてくれる。大壁画の向かい側には「大閲覧室」が

あり、広い室内は心地よい緊張感が漂う。高い吹き

抜けの大アーチ型天井にはステンドグラスのトップ

ライトが施され、重厚で歴史の重みを感じさせる木

製の大型閲覧机がずらりと並び、学生たちが真剣な

眼差しで勉学研究に励む。この威厳に満ちた空間か

ら幾多の偉人たちが輩出されたことだろう。

　　　　　 （大学文書史料室 室長補佐  野邑 理栄子）

神戸大学の附属図書館には、マスコット
キャラクターの「うりこ」がいます。
図書館のwebサイトやパンフレット、
掲示物などに登場し、神大うりぼーも
顔負けの活躍をみせています。
　                                     カメラ : 大亀 京助

表紙写真：社会科学系図書館

女性の死因の上位を占める乳がん。世界中

で毎年 160 万人以上が乳がんを患い、うち

50 万人以上が死亡、日本でも毎年約 7.8 万

人が乳がんに罹患し、1.4 万人が命を落とし

ている。一方、乳がんは早期発見で 9 割以上

が治るといわれており、厚生労働省は 40 歳

以上の女性を対象に、2 年に 1 回の乳がん検

診を推奨しているが、受診率はわずか 45％

にとどまる。高濃度乳房、X 線マンモグラ

フィの問題点を解消し、検査精度を飛躍的

に高めた「マイクロ波マンモグラフィ」を、

数 理・デ ー タ サ イ エ ン ス セ ン タ ー の 木 村

建次郎教授が開発、自ら創立したスタート

アップ企業を通じて全世界に普及させ、乳

がんによる死亡者ゼロを目指す事業に乗り

出している。
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散
乱
し
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マ
イ
ク
ロ
波
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ら

乳
房
内
の
が
ん
組
織
を
瞬
時
に
３
次
元
映
像
化

Special Topic

マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
開
発
の
背
景
に
は
、
木
村
教
授
が
応
用
数
学
史
上
の
未
解
決
問
題
だ
っ
た
「
波
動
散
乱
の
逆
問
題
」

を
世
界
で
初
め
て
解
析
的
に
解
き
、こ
の「
多
重
経
路
散
乱
場
理
論
」を
実
用
的
な
応
用
に
つ
な
げ
る
と
い
う
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ

た
。
そ
の
応
用
分
野
は
急
速
に
広
が
り
を
見
せ
、
巨
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

乳
が
ん
を
超
高
精
度
に
検
知
し
、

早
期
発
見
・
治
癒
を
促
進

|
現
行
の
乳
が
ん
検
査
に
使
わ
れ
る
Ｘ
線

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
重
大
な
課
題
、
高
濃

度
乳
房
と
は
？

　
現
行
の
世
界
標
準
と
し
て
広
く
普
及
し
て

い
る
Ｘ
線
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
50
歳
以
下

の
ア
ジ
ア
人
の
79
％
、
欧
米
人
の
61
％
、
黒

人
の
57
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
55
％
を
占
め

る
高
濃
度
乳
房
を
持
つ
女
性
に
は
適
用
で
き

な
い
の
で
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
繊
維
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
高
濃
度
乳
房
の
場
合
、
Ｘ
線
が
う

ま
く
通
ら
ず
、
乳
房
全
体
が
白
く
写
っ
て
し

ま
い
、
同
様
に
白
く
写
る
が
ん
組
織
と
の
区

別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
併
用

さ
れ
る
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
も
、
乳
房
内
で

の
減
衰
が
大
き
く
、
深
く
ま
で
届
か
な
い
う

え
、
再
現
性
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
比
が
低
く
、
A
I
な
ど

を
用
い
て
も
正
し
い
判
定
は
原
理
的
に
不
可

能
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
、
検
査
精
度
が
十

分
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
一
方
、
マ
イ
ク
ロ

波
は
、
ほ
ぼ
絶
縁
体
で
あ
る
乳
房
を
よ
く
通

り
、
深
部
に
到
達
し
、
が
ん
に
よ
く
跳
ね
返

り
ま
す
。
乳
房
正
常
組
織
は
比
誘
電
率
が
低

く
、
乳
が
ん
組
織
は
、
細
胞
お
よ
び
血
管
に

含
ま
れ
る
水
分
子
の
た
め
比
誘
電
率
が
高
い

た
め
で
す
。

　
散
乱
し
た
マ
イ
ク
ロ
波
か
ら
、
前
記
の
多

重
経
路
散
乱
場
理
論
を
用
い
て
３
次
元
構
造

を
画
像
化
す
る
と
、
乳
房
内
の
が
ん
組
織
だ

け
を
は
っ
き
り
描
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

す
な
わ
ち
非
常
に
高
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
比
の

画
像
が
得
ら
れ
る
の
で
、
が
ん
の
見
落
と
し

が
な
く
な
り
ま
す
。

|
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
検
査
を
？

　
マ
イ
ク
ロ
波
は
、
携
帯
電
話
や
W
i
|
F
i

で
利
用
さ
れ
て
い
る
電
磁
波
で
す
。
微
弱
な

マ
イ
ク
ロ
波
を
出
す
発
信
器
で
、
乳
房
の
表

面
を
軽
く
な
ぞ
る
よ
う
に
ス
キ
ャ
ン
し
、
乳

房
表
面
の
各
点
か
ら
内
部
に
向
か
っ
て
マ
イ

ク
ロ
波
を
放
射
状
に
照
射
し
ま
す
。
乳
が
ん

組
織
に
は
正
常
な
脂
肪
組
織
に
比
べ
て
よ
り

多
く
の
水
分
子
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
両

組
織
の
境
目
で
マ
イ
ク
ロ
波
が
強
く
散
乱
し

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
箇
所
か
ら
跳
ね
返
っ
た
全

デ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
れ
を
用
い
て
多
重
経

路
散
乱
場
理
論
、
数
学
的
に
3
次
元
画
像
を

生
成
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
明
瞭
に
が
ん
組

織
を
写
し
出
し
ま
す
。
高
濃
度
乳
房
の
原
因

物
質
は
絶
縁
性
で
あ
る
の
で
、
高
濃
度
乳
房

で
あ
っ
て
も
そ
う
で
な
く
て
も
明
瞭
に
乳
が

ん
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

我
々
が
開
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
は
、
画
像
計
測
に
と
っ
て
最
も
大
切

な
、
高
い
再
現
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

異
な
る
時
間
に
異
な
る
観
測
者
が
測
定
し
た

と
き
に
ま
っ
た
く
同
一
の
画
像
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
従
来
の
乳
が

ん
画
像
診
断
装
置
で
こ
れ
が
可
能
な
も
の
は

存
在
し
ま
せ
ん
。

　
検
査
を
受
け
る
人
に
と
っ
て
は
、
Ｘ
線
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
検
査
時
の
よ
う
に
乳
房
を

板
で
挟
み
込
む
必
要
が
な
い
の
で
、
痛
み
が

伴
わ
な
い
こ
と
、
０
・
５
ミ
リ
程
度
の
小
さ

い
が
ん
や
、
深
い
位
置
、
わ
き
の
下
に
あ
る

が
ん
も
発
見
で
き
る
こ
と
、
Ｘ
線
に
よ
る
被

ば
く
リ
ス
ク
が
な
い
の
で
、
妊
娠
中
で
も
受

診
で
き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
師
に
と
っ
て
も
、
が
ん
組
織

の
変
化
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
抗
が
ん
剤
な
ど
の

治
療
効
果
を
追
え
る
こ
と
、
が
ん
の
進
行
度

が
わ
か
る
の
で
治
療
方
針
を
判
断
・
決
定
し

や
す
い
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
は
簡
単
な
の
で
、
誰

が
使
っ
て
も
同
じ
画
像
を
出
せ
ま
す
。

世
界
で
初
め
て
「
波
動
散
乱
の

逆
問
題
」を
解
決

|
な
ぜ
こ
れ
ま
で
、
乳
が
ん
検
査
に

マ
イ
ク
ロ
波
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
？

　
マ
イ
ク
ロ
波
を
乳
が
ん
検
査
に
使
う
た
め

に
は
、「
波
動
散
乱
の
逆
問
題
」
と
い
う
応
用

数
学
史
上
の
未
解
決
問
題
を
解
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
対
象
物
に
ぶ
つ
か
っ

て
散
乱
し
た
波
か
ら
、
対
象
物
の
位
置
や
大

き
さ
、
形
を
求
め
る
問
題
で
す
。
例
え
ば
、

湖
の
ど
こ
か
に
塔
が
立
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

濃
霧
で
見
え
な
い
場
合
に
、
湖
岸
の
ど
こ
か

で
水
面
を
揺
ら
し
て
湖
全
体
に
波
を
送
る

と
、
塔
に
到
達
し
た
波
は
い
ろ
い
ろ
な
方
向

に
散
乱
し
ま
す
。
そ
う
し
て
戻
っ
て
き
た
波

を
湖
岸
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
計
測
し
、
そ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
見
え
な

KIMURA  Kenjiro

1978年岡山県生まれ。2001年京都大学工学部電気電子工学科卒業。

2006年京都大学大学院工学研究科電子工学専攻博士課程修了。2008年より

神戸大学大学院理学研究科講師。2012年同准教授を経て、2018年より現職。

2012年株式会社Integral Geometry Science設立。

数理科学的な理論や方法の探求により観測の科学に革新をもたらし、
人類が自然界の心理を理解するための眼、Mother of Scienceを届けます。

木村 建次郎
数理データサイエンスセンター　
大学院理学研究科 教授

木村教授が導き出した「多重経路散乱場理論」の基礎方程式

い
塔
の
位
置
、
大
き
さ
、
形
状
を
理
論
的
に
決
定
す
る
、
こ
れ
が
「
波
動
散
乱
の
逆
問
題
」
で
す
。
私
は
20
代
の
頃
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
10
年
が
か
り
で
解
析
的
に
解
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

|
先
生
が
世
界
で
初
め
て
解
か
れ
た
？

　
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
が
、
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
「
多
重
経
路
散
乱
場
理
論
」
と
、
D
C
か
ら
２
０
G
H
ｚ
の
超
広
帯
域
の
電
磁
波
を
発
生
さ
せ
て
観
測
す
る
世
界
最
高
性
能
の
信
号
発
生
技
術
、
ア
ン
テ
ナ
技
術
の
開
発
に
成
功
し
、
２
０
１
５
年
に
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
事
業
に
採
択
、
マ
イ
ク

ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
原
型
機
を
開
発
、
兵
庫
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
神
鋼
記
念
病
院
な
ど
複
数
の
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
患
者
ら
約
４
０
０
人
に
臨
床
研
究
を
実
施
し
た
結
果
、
超
高
感
度
で
乳
癌
検
出
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

|
普
及
へ
の
道
筋
は
？

　
２
０
２
０
年
度
中
に
国
内
薬
事
承
認
を
得
る
た
め
の
治
験
に
入
り
ま
す
。
通
常
、
国
の
認
可
を
得
る
に
は
数
年
か
か
り
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
の
「
先
駆
け
審
査
指
定
制
度
」
の
対
象
品
目
に
指
定
さ
れ
た
の
で
、
審
査
期
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
２
０
１
９
年
9
月
に
は
、
神
戸
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
株
式
会
社
イ
ン
テ
グ
ラ
ル 

ジ
オ
メ
ト
リ
ー 

サ
イ
エ
ン
ス
に
お
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
実
用
化
と
普
及
を
進
め
る
た
め
、
協
力
企
業
10
社
と
資
本
提
携
（
総
額
約
20
億
円
）
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン
テ
グ
ラ
ル 

ジ
オ
メ
ト
リ
ー 

サ
イ
エ
ン
ス
は
研
究
成
果
を
世

に
問
う
た
め
に
私
が
創
業
し
た
会
社
で
、「
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
」
関
連
特
許
を
世
界
26
か
国
で
権
利
化
し
て
い
ま
す
。
治
験
を
経
て
、

２
０
２
１
年
に
は
検
査
機
器
の
販
売
を
開
始
し
、
10
年
以
内
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
使
う
乳
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
を
全
世
界
に
立
ち
上
げ
、
年
間
1
億
人
の
乳
癌
検
診
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

|
「
多
重
経
路
散
乱
場
理
論
」
は
他
の
分
野
に
も
応
用
で
き
る
？

　
そ
も
そ
も
、
我
々
が
導
い
た
多
重
経
路
散
乱
場
理
論
に
基
づ
く
画
像
診
断
技
術
が
最
初
に
実
用
化
さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
非
接
触
検
査
の
分
野
で
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
資
材
の
劣
化
を
検
知
す
る
装
置
で
、
検
査
装
置
を
搭
載
し
た
機
器
を
時
速
数
十
キ
ロ
で
走
ら
せ
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
壁
の
中
を
立
体
的
に
画
像
化
で

き
る
性
能
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、Integral Geom

etry Science

社
の
売
上
の
柱
に
な
っ
て
い
る
の
は
蓄
電
池
内
部
の
非
破
壊
画
像
診
断
技
術
で
す
。
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
爆
発
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
内
部
の
異
常
電
流
密
度
分
布
を
検
知
す
る
電
流
経
路
映
像
化
装

置
を
実
用
化
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電
気
自
動
車
の
分
野
な
ど
、
多
く
の
企
業
に
ご
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。Integral Geom

etry Science

は
設
立
以
来
７
年
間
、
赤
字
を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

|
次
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
売
上
の
柱
に
？

　
そ
う
で
す
ね
。
２
０
２
８
年
ま
で
に
世
界
中
に
乳
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
機
器
販
売
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
年
間
売
上
目
標
を
6
3
0
0
億
円
に
設
定
し
、
う
ち
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
3
9
6
0
億
円
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
で
1
億
人
を
検
査
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
時
に
はIntegral Geom

etry Science

は
兆
円
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

|
ほ
か
に
有
望
な
応
用
分
野
は
？

　
こ
の
新
し
い
画
像
を
作
り
出
す
数
学
は
、
波
動
の
散
乱
の
問
題
に
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
物
体
の
存
在
の
検
出
す
る
、
物
体
の
内
部
を
透
視
す
る
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
計
測
に
、
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
防
犯
、
自
動
運
転
、
資
源
探
査
、
遺
跡
探
査
、
工
場
生
産
物
の
異
物
探
知
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
依

頼
が
世
界
中
か
ら
届
い
て
い
ま
す
。

次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
量
子
化
学
計
算
」

|
今
後
、
先
生
の
研
究
が
向
か
う
方
向
は
？

　
化
学
反
応
の
理
論
計
算
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
酸
素
と
水
素
を
反
応
さ
せ
れ
ば
水
が
で
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
化
学
反
応
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
完
全
に
予
測
す
る
数
学
で
す
ね
。
い
わ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
実
験
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
わ
け
で
す
。
医
薬
品
の
合
成
に
お
い
て
は

「
物
質
Ａ
と
物
質
Ｂ
を
混
ぜ
反
応
さ
せ
た
ら
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
研
究
を
、
狙
い
を
定
め
な
が
ら
も
網
羅
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
実
験
結
果
を
理
論
的
に
か
な
り
正
確
に
予
測
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

|
既
に
行
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

と
は
違
う
？

　
遠
く
の
箱
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
と
き
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
方
程
式
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
な
く
て
も
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
結
果
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
て
、
適
切
な
初
速
度
と
角
度
を
A
I
が
決
定
す
る
。
わ
た
く
し
が
興
味
が
あ
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
第
一
原
理
的
と
い

う
か
、
理
論
的
に
完
全
に
有
限
温
度
の
問
題
を
数
理
物
理
学
の
方
法
に
よ
り
解
析
し
て
、
中
間
体
、
反
応
経
路
な
ど
を
理
論
的
に
完
全
に
決
定
す
る
数
学
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
夢
と
い
う
と
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、
も
し
、
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
ら
、
砂
漠
に
工
場
を
作
り
た
い
で
す
ね
。
世
界
中
の
研
究
者
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
渡
し
て
、
物

質
を
選
ん
で
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
自
動
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
化
学
反
応
が
起
こ
る
、
そ
し
て
、
実
際
に
そ
の
工
場
で
生
産
す
る
、
そ
ん
な
事
業
をIntegral Geom

etry Science

社
で
実
現
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
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い
塔
の
位
置
、
大
き
さ
、
形
状
を
理
論
的
に

決
定
す
る
、
こ
れ
が
「
波
動
散
乱
の
逆
問

題
」
で
す
。
私
は
20
代
の
頃
か
ら
こ
の
問
題

に
取
り
組
み
、
10
年
が
か
り
で
解
析
的
に
解

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

|
先
生
が
世
界
で
初
め
て
解
か
れ
た
？

　
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
が
、
意
識
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
「
多
重
経
路
散

乱
場
理
論
」
と
、
D
C
か
ら
２
０
G
H
ｚ
の

超
広
帯
域
の
電
磁
波
を
発
生
さ
せ
て
観
測
す

る
世
界
最
高
性
能
の
信
号
発
生
技
術
、
ア
ン

テ
ナ
技
術
の
開
発
に
成
功
し
、
２
０
１
５
年

に
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）の

事
業
に
採
択
、
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
原
型
機
を
開
発
、
兵
庫
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
、
神
鋼
記
念
病
院
、
神
戸
大
学
医

学
部
附
属
病
院
、
岡
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど

複
数
の
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
患
者
ら

約
４
０
０
人
に
臨
床
研
究
を
実
施
し
た
結

果
、
超
高
感
度
で
乳
が
ん
検
出
が
可
能
で
あ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

|
普
及
へ
の
道
筋
は
？

　
２
０
２
０
年
度
中
に
国
内
薬
事
承
認
を
得

る
た
め
の
治
験
に
入
り
ま
す
。
通
常
、
国
の

認
可
を
得
る
に
は
数
年
か
か
り
ま
す
が
、

２
０
１
９
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
の
「
先
駆

け
審
査
指
定
制
度
」
の
対
象
品
目
に
指
定
さ

れ
た
の
で
、
審
査
期
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　
２
０
１
９
年
9
月
に
は
、
神
戸
大
学
発
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
株
式
会
社Integral

Geom
etry

Science 

（
I
G
S
）に
お
い
て
、

マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
実
用
化
と
普

及
を
進
め
る
た
め
、
協
力
企
業
10
社
と
資
本

提
携
（
総
額
約
20
億
円
）
を
行
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｇ
Ｓ
社
は
研
究
成
果
を
世
に
問
う
た
め

に
私
が
創
業
し
た
会
社
で
、「
マ
イ
ク
ロ
波

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
」
関
連
特
許
を
世
界
26

か
国
で
権
利
化
し
て
い
ま
す
。
治
験
を
経

て
、
２
０
２
１
年
に
は
検
査
機
器
の
販
売

を
開
始
し
、
10
年
以
内
に
マ
イ
ク
ロ
波
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
を
使
う
乳
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

を
全
世
界
に
立
ち
上
げ
、
年
間
1
億
人
の
乳

が
ん
検
診
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

|
「
多
重
経
路
散
乱
場
理
論
」
は
他
の

分
野
に
も
応
用
で
き
る
？

　
そ
も
そ
も
、
我
々
が
導
い
た
多
重
経
路
散

乱
場
理
論
に
基
づ
く
画
像
診
断
技
術
が
最
初

に
実
用
化
さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
構
造
物

の
非
接
触
検
査
の
分
野
で
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
資
材
の
劣
化
を
検
知
す
る
装
置
で
、

検
査
装
置
を
搭
載
し
た
機
器
を
時
速
数
十
キ

ロ
で
走
ら
せ
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
壁

の
中
を
立
体
的
に
画
像
化
で
き
る
性
能
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、Ｉ
Ｇ
Ｓ
社
の
売
上
の
柱
に
な
っ
て

い
る
の
は
蓄
電
池
内
部
の
非
破
壊
画
像
診
断

技
術
で
す
。
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
爆
発
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
内
部
の
異
常
電

流
密
度
分
布
を
検
知
す
る
電
流
経
路
映
像
化

装
置
を
実
用
化
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電

気
自
動
車
の
分
野
な
ど
、
多
く
の
企
業
に
ご

採
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。Ｉ
Ｇ
Ｓ
社
は

設
立
以
来
７
年
間
、
赤
字
を
出
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

|
次
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
売
上
の
柱
に
？

　
そ
う
で
す
ね
。
２
０
２
８
年
ま
で
に
世

界
中
に
乳
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
機

器
販
売
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
作
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
年
間
売
上
目

標
を
6
3
0
0
億
円
に
設
定
し
、
う
ち
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
3
9
6
0
億
円
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
で
1
億
人
を
検

査
す
る
計
画
で
す
。
こ
の
時
に
は
Ｉ
Ｇ
Ｓ

社
は
兆
円
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

|
ほ
か
に
有
望
な
応
用
分
野
は
？

　
こ
の
新
し
い
画
像
を
作
り
出
す
数
学
は
、

波
動
の
散
乱
の
問
題
に
普
遍
的
に
適
用
さ
れ

る
の
で
、
物
体
の
存
在
を
検
出
す
る
、
物
体

の
内
部
を
透
視
す
る
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
す

べ
て
あ
て
は
ま
る
計
測
に
、
革
新
が
も
た
ら

さ
れ
ま
す
。
防
犯
、
自
動
運
転
、
資
源
探

査
、
遺
跡
探
査
、
工
場
生
産
物
の
異
物
探
知

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
依
頼
が
世
界
中
か

ら
届
い
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
先
生
の
研
究
が
向
か
う
方
向
は
？

　
化
学
反
応
の
理
論
計
算
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
酸
素
と
水
素
を
反
応
さ
せ
れ

ば
水
が
で
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
化
学
反
応

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
完
全
に
予
測
す
る

数
学
で
す
ね
。
い
わ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
実
験
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
で
き
る
よ
う
に
す
る

わ
け
で
す
。
医
薬
品
の
合
成
に
お
い
て
は

「
物
質
Ａ
と
物
質
Ｂ
を
混
ぜ
反
応
さ
せ
た
ら

ど
う
な
る
か
」
と
い
う
研
究
を
、
狙
い
を
定

め
な
が
ら
も
網
羅
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
実
験
結
果
を
理
論
的
に
か
な
り
正

確
に
予
測
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

|
既
に
行
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

に
よ
る
予
測
と
は
違
う
？

　
遠
く
の
箱
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
と
き
に
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
方
程
式
を
イ
ン
プ
ッ
ト

し
な
く
て
も
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
結
果
の
膨

大
な
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
て
、
適
切
な
初
速

度
と
角
度
を
A
I
が
決
定
す
る
。
私
が
興
味

が
あ
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
第
一
原
理
的
と
い
う
か
、
理
論
的
に
完

全
に
有
限
温
度
の
問
題
を
数
理
物
理
学
の
方

法
に
よ
り
解
析
し
て
、
中
間
体
、
反
応
経
路

な
ど
を
理
論
的
に
完
全
に
決
定
す
る
数
学
に

興
味
が
あ
り
ま
す
。
夢
と
い
う
と
恥
ず
か
し

い
で
す
が
、
も
し
、
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た

ら
、
砂
漠
に
工
場
を
作
り
た
い
で
す
ね
。
世

界
中
の
研
究
者
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
渡
し

て
、
物
質
を
選
ん
で
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
自

動
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
化
学
反
応
が

起
こ
る
、
そ
し
て
、
実
際
に
そ
の
工
場
で
生

産
す
る
、
そ
ん
な
事
業
を
Ｉ
Ｇ
Ｓ
社
で
実
現

し
て
み
た
い
で
す
ね
。

防犯セキュリティから遺跡探査まで
多重経路散乱場理論に基づく透視技術の可能性
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特集 2   神大 研究ズームアップ

市民とともに地域の歴史資料を保全
歴史文化を継承し、過去と未来をつなぐために

歴
史
資
料
保
全
活
動
か
ら
学
問
へ

|
地
域
歴
史
資
料
学
は
、
先
生
が
拓
か

れ
た
新
し
い
学
問
分
野
？

　
大
き
く
言
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
あ
を
に
よ
し
賞
」
受
賞
の
き
っ
か
け
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。
当
時
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
、
自
ら
の
専
門
分
野
の
問
題

に
取
り
組
む
だ
け
で
は
災
害
対
応
も
復
興

も
で
き
な
い
事
態
に
直
面
し
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
自
分
の
領
域
を
越
え
て
活
動
し
始

め
ま
し
た
。
歴
史
文
化
の
領
域
で
も
同
じ

こ
と
が
起
こ
り
、
新
し
い
領
域
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
歴
史
資
料
の
保
有

者
と
研
究
者
の
関
係
が
問
い
直
さ
れ
た
の

で
す
。
通
常
、
歴
史
研
究
者
は
、
市
民
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
て
、
そ
こ
か
ら
歴
史
像
を
作
り
、
論
文

な
ど
の
形
で
発
信
し
ま
す
。
し
か
し
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
事
態
に
な
る

と
、
資
料
自
体
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ

ん
な
事
態
に
対
し
て
研
究
者
は
何
を
す
べ

き
か
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
地
域
歴
史
資
料
学
と
い
う
学
問
が

徐
々
に
で
き
あ
が
っ
て
き
た
の
で
す
。
当

時
は
新
た
な
学
問
分
野
を
拓
く
こ
と
な

ど
、
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

に
か
く
歴
史
資
料
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
被
災
地
で
の
資
料
保
全
活
動
が
先
行

し
、
後
か
ら
そ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

|
保
全
活
動
は
順
調
に
？

　
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
も

と
全
て
の
研
究
者
が
市
民
の
保
有
す
る
資
料

に
直
接
対
応
し
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
市
民
の
方
で
も
何
が
歴
史
資
料
に
な

る
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
。
だ
か
ら
研
究
者

か
ら
呼
び
か
け
て
も
、「
う
ち
に
は
国
宝
や

重
要
文
化
財
の
よ
う
な
『
え
え
も
ん
』
は
な

い
」
と
（
笑
）
。
で
も
、
こ
っ
ち
は
「
え
え

も
ん
」
を
探
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
地

域
の
歴
史
や
文
化
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
日
本

全
体
の
文
化
を
考
え
て
い
く
よ
う
な
、
最
も

基
本
的
な
も
の
が
歴
史
の
資
料
に
な
る
こ
と

を
お
伝
え
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
古

文
書
に
限
ら
ず
、
日
記
、
写
真
、
古
い
本
や

道
具
な
ど
、
全
て
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。

|
ど
れ
ほ
ど
の
歴
史
資
料
が
存
在
？

　
日
本
の
地
域
社
会
は
、
自
分
た
ち
の
成
り

立
ち
に
関
係
す
る
重
要
な
も
の
、
歴
史
的
な

経
験
や
文
化
を
蓄
積
す
る
よ
う
な
も
の
を
残

し
て
い
く
社
会
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
村
の

中
心
メ
ン
バ
ー
が
資
料
に
封
印
を
し
て
い

て
、
そ
れ
を
解
く
に
は
全
員
の
賛
同
が
必

要
、
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
当
時
の
村
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
人
た
ち

の
と
こ
ろ
や
、
寺
や
神
社
に
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
概
算
で

は
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
江
戸
時
代
の

古
文
書
だ
け
で
、
日
本
全
体
で
20
億
点
は
あ

る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
地
域
に
歴
史
資
料

が
残
っ
て
い
る
国
は
珍
し
く
、
日
本
の
特
色

で
も
あ
り
ま
す
。

災
害
前
の
予
防
活
動
も
重
要

|
被
災
資
料
の
復
元
技
術
も
研
究
？

　
燃
え
て
し
ま
っ
た
紙
資
料
は
難
し
く
て

も
、
水
に
濡
れ
た
も
の
や
泥
に
ま
み
れ
た
も

の
を
残
す
こ
と
は
技
術
的
に
可
能
で
す
。
資

料
の
「
救
助
」
方
法
を
、
プ
ロ
の
救
助
と
、

第
一
次
的
な
救
助
に
分
け
て
考
え
、
地
域
歴

史
資
料
学
に
お
い
て
は
第
一
次
的
な
救
助
の

方
法
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
誰
で

も
手
元
の
も
の
を
使
っ
て
で
き
る
方
法
、
例

え
ば
、
濡
れ
た
も
の
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

で
乾
か
す
と
か
、
布
団
袋
の
中
に
濡
れ
た
資

料
を
入
れ
て
水
を
吸
い
出
す
と
い
っ
た
方
法

で
、
プ
ロ
の
修
復
家
に
委
ね
る
前
段
階
の
、

被
災
現
場
で
の
対
処
に
な
り
ま
す
。
被
災
し

た
資
料
は
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
て
い
た
り
、
臭

か
っ
た
り
す
る
の
で
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
墨
は
ほ
ぼ
変
質
せ
ず
、
和
紙

の
繊
維
も
強
い
の
で
、
少
し
洗
っ
て
乾
燥
さ

せ
れ
ば
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
残
り
ま
す
。

|
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
有
効
？

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
む
し
ろ
、
予
防
の
た
め

で
す
ね
。
東
日
本
大
震
災
の
時
、
津
波
に

呑
ま
れ
て
か
な
り
の
歴
史
資
料
が
失
わ
れ

ま
し
た
が
、
事
前
に
写
真
に
撮
っ
て
お
け

ば
、
現
物
は
な
く
な
っ
て
も
記
録
は
残
り

ま
す
。
そ
う
し
た
予
防
的
な
悉
皆
調
査

（
全
数
調
査
）
を
し
て
い
く
作
業
も
、
ま

だ
部
分
的
で
す
が
進
め
て
い
ま
す
。
災
害

が
起
き
て
か
ら
で
は
、
全
部
を
救
え
る
わ

け
で
は
な
い
し
、
存
在
そ
の
も
の
が
知
ら

れ
て
い
な
い
資
料
に
は
非
常
に
対
応
し
づ
ら
い
。
ま
た
、
資
料
の
価
値
が
社
会
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
場
が
な
け
れ
ば
、
保
全
の
意
義
も
共
有
さ
れ
ま
せ
ん
。
資
料
の
あ
り
か
を
調
査
し
、
そ
の
意
味
を
地
域
の
方
に
伝
え
て
、
地
域
の
中
で
残
し
て
い
く
過

程
で
災
害
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
地
域
歴
史
資
料
学
を
学
問
と
し
て
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
に
拡
大

|
活
動
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
概
ね
2
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
直
下
型
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
被
災
地
で
私
た
ち
の
経
験
を
伝
え
る
作
業
を
繰
り
返
す
過
程
で
、
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
資
料
ネ
ッ
ト
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に

は
、
東
北
大
学
を
中
心
と
す
る
「
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
中
核
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に
先
立
つ
宮
城
県
北
部
地
震
の
と
き
に
、
私
た
ち
と
と
も
に
活
動
を
始
め
た
人
々
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
う
し
た
組
織
が
現
在
、
25
〜
26
都
府
県

で
活
動
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
支
援
活
動
も
進
め
て
い
ま
す
。

|
若
い
方
の
参
加
も
多
い
？

　
多
い
で
す
ね
。
神
戸
大
学
で
は
大
学
院
の
学
生
が
中
心
で
、
愛
媛
、
島
根
、
茨
城
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
特
に
学
生
の
参
加
が
多
い
。
彼
ら
は
、
地
域
を
再
発
見
す
る
こ
と
、
地
域
社
会
を
理
解
す
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
文
学
部
で
古
文
書

を
研
究
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
、
資
料
の
所
蔵
者
と
直
接
話
す
こ
と
は
、
自
分
の
研
究
の
社
会
的
な
意
味
を
再
確
認
す
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
教
員
や
学
芸
員
に
な
れ
ば
、
地
域
の
文
化
を
問
い
直
し
、
継
承
し
て
い
く
人
材
と
な
る
で
し
ょ
う
。

|
一
般
市
民
の
参
加
も
？

　
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
数
は
約
3
0
0
人
で
、
そ
の
半
分
が
市
民
で
す
。
会
員
は
会
の
運
営
全
般
に
関
与
し
、
被
災
資
料
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
従
事
し
て
く
れ
ま
す
。
年
齢
は
高
校
生
か
ら
80
歳
の
高
齢
者
ま
で

さ
ま
ざ
ま
。
学
生
時
代
に
歴
史
に
関
わ
っ
て
い
た
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
同
様
の
活
動
を
各
地
の
資
料
ネ
ッ
ト
で
も
進
め
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
の
活
動
に
対
す
る
認
知
が
少
し
ず
つ
広
が
り
、
10
月
の
東
日
本
の
水
害

の
際
に
は
「
資
料
を
捨
て
な
い
で
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
、
一
般
の
マ
ス
コ
ミ
や
各
種
の
広
報
に
載
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
を
お
持
ち
の
人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
各
地
の
資
料
ネ
ッ
ト
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
学
の
新
た
な
視
点
と
世
界
展
望

|
地
域
歴
史
資
料
学
の
現
在
の
課
題
は
？

　
我
々
歴
史
研
究
者
は
、
日
本
は
千
年
単
位
の
生
活
文
化
が
消
え
て
い
く
時
代
に
突
入
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
９
６
０
年
代
ま
で
は
人
の
生
活
環
境
に
牛
が
い
る
こ
と
は
普
通
で
し
た
が
、
今
は
牛
な
ん
て
ど
こ
に
も
い
な
い
。
ま
た
、
薪
で
ご
飯
を

炊
く
こ
と
も
な
く
な
り
、
山
と
木
、
人
の
関
係
性
は
既
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
暮
ら
し
の
規
範
的
な
あ
り
方
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
極
め
て
大
き
く
、
深
い
変
化
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
以
前
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
世
代
は
既
に
80
歳
を
超
え

て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
文
化
が
消
え
て
し
ま
う
危
機
に
、
少
子
高
齢
化
が
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
災
害
か
ら
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
資
料
を
残
す
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
生
存
の
歴
史
学
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
自
然
と
の
関
係
の
中
で
、
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
を
伝
え
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
歴
史
学
に
き
ち
ん
と
組
み
込
も
う
と
。
例
え
ば
、
豪
雨
の
際
に
、
浸
水
し
や
す
い
地
区
と
浸
水
し
に

く
い
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
以
来
の
家
は
概
ね
浸
水
し
に
く
い
地
区
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
に
家
を
建
て
、
集
落
を
作
る
こ
と
自
体
が
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
知
恵
を
、
歴
史
学
は
捉
え
切

れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
た
め
に
も
、
社
会
の
基
盤
に
残
っ
て
い
る
資
料
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

|
人
々
の
暮
ら
し
に
、
歴
史
学
が
近
づ
い
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
の
方
法
論
は
難
し
く
、
個
人
研
究
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
実
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
特
別
推
進
研
究
）
に
採
択
さ
れ
た
研
究
課
題
（
地
域
歴
史
資
料
学
を
機
軸
と
し
た
災
害
列
島
に
お
け
る
地
域
存
続
の
た
め
の
地
域

歴
史
文
化
の
創
成
）
は
、
こ
の
発
想
の
も
と
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
10
名
以
上
の
方
々
と
の
共
同
研
究
で
、
全
国
の
資
料
ネ
ッ
ト
で
展
開
さ
れ
て
き
た
実
践
的
研
究
を
理
論
的
に
総
括
す
る
と
と
も
に
、
「
生
存
の
歴
史
学
」
を
研
究
す
る
方
法
論
も
追
究
し
ま
す
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
世
界
各
地
の
研
究
者
間
で
の
課
題
共
有
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
文
化
が
消
え
て
い
く
と
い
う
事
態
は
、
規
模
や
形
は
違
っ
て
も
、
世
界
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
先
日
、
神
戸
大
学
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
オ
フ
ィ
ス
（
ベ

ル
ギ
ー
）
で
文
化
遺
産
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
際
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
で
は
な
い
も
の
も
含
め
た
多
様
な
文
化
遺
産
を
、
地
域
社
会
の
存
続
や
維
持
と
関
連
づ
け
て
考
え
て
い
く
流
れ
が
あ
り
、
２
０
１
８
年
の
Ｅ
Ｕ
「
欧
州
文

化
遺
産
年
」
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
広
く
地
域
社
会
と
関
係
さ
せ
て
文
化
遺
産
を
考
え
る
こ
と
が
、
同
時
代
的
に
起
き
て
い
る
意
味
を
問
う
こ
と
も
、
今
回
の
特
別
推
進
研
究
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。

08kaze Vol.14

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
教
授
、
大
学
院
人
文

学
研
究
科
長
、
地
域
連
携
推
進
室
副
室
長
。
専
門
は
日

本
近
代
史
、
歴
史
資
料
学
。
主
な
研
究
領
域
は
、
幕
末

明
治
期
の
地
域
社
会
と
地
方
自
治
形
成
過
程
。
神
戸

市
、
姫
路
市
等
の
多
く
の
自
治
体
史
の
編
纂
、
執
筆
に

携
わ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、
歴
史
資
料
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
代
表
委
員
と
し
て
、
日
本
各
地
の
大
規
模

自
然
災
害
被
災
地
で
地
域
の
歴
史
遺
産
保
全
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
ま
た
内
閣
府
「
文
化
財
保
護
と
防
災
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
委
員
会
委
員
」
な
ど
に
就
任
し
、

地
域
歴
史
遺
産
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
、
広
く
社
会
に

対
し
て
提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

O
KU

M
U

RA H
iroshi

奥
村 

弘

interview
ee

大
学
院
人
文
学
研
究
科
長

文
学
部
長 

教
授

　
「
人
口
の
流
動
化
と
少
子
高
齢
化
、

さ
ら
に
は
地
震
や
豪
雨
災
害
の
頻
発

に
よ
っ
て
、地
域
に
保
存
さ
れ
て
き
た

歴
史
資
料
は
消
失
の
危
機
に
あ
る
」。

そ
う
語
る
人
文
学
研
究
科
長
・
奥
村

弘
教
授
は
、
自
ら
代
表
を
務
め
る「
歴

史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
通
じ
て

市
民
と
専
門
家
の
協
力
体
制
を
作
り

上
げ
、
歴
史
資
料
の
保
全
と
活
用
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
文
化
遺
産
の
継
承
に
対
す

る
貢
献
を
顕
彰
す
る
「
第
13
回
読
売

あ
を
に
よ
し
賞
」
を
受
賞
。
さ
ら

に
、
こ
の
活
動
の
総
括
を
含
む
新
た

な
研
究
が
、
2
0
1
9
年
度
科
学
研

究
費
助
成
事
業（
特
別
推
進
研
究
）

に
採
択
さ
れ
、「
地
域
歴
史
資
料
学
」

の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
資
料
を
残
し
て
い
く
活
動

の
意
義
を
、
奥
村
教
授
に
聞
い
た
。
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れ
て
い
な
い
資
料
に
は
非
常
に
対
応
し
づ

ら
い
。
ま
た
、
歴
史
資
料
の
価
値
が
社
会

的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
場
が
な
け
れ
ば
、
保

全
の
意
義
も
共
有
さ
れ
ま
せ
ん
。
資
料
の
あ

り
か
を
調
査
し
、
そ
の
意
味
を
地
域
の
方
に

伝
え
て
、
地
域
の
中
で
残
し
て
い
く
過
程
で

災
害
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
地
域
歴
史
資
料
学
を
学

問
と
し
て
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
に
拡
大

|
活
動
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
概
ね
2
年

に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
直
下
型
地
震
が
起
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
被
災
地
で
私
た
ち
の

経
験
を
伝
え
る
作
業
を
繰
り
返
す
過
程

で
、
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
史
料
ネ
ッ
ト
）

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に

は
、
東
北
大
学
を
中
心
と
す
る
「
宮
城
歴
史

資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
中
核
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に

先
立
つ
宮
城
県
北
部
地
震
の
と
き
に
、
私

た
ち
と
と
も
に
活
動
を
始
め
た
人
々
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
こ
う
し
た
組
織
が
現
在
、
25

〜
26
都
府
県
で
活
動
し
て
お
り
、
さ
ら
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
基
礎

的
な
支
援
活
動
も
進
め
て
い
ま
す
。

|
若
い
方
の
参
加
も
多
い
？

　
多
い
で
す
ね
。
神
戸
大
学
で
は
大
学
院

の
学
生
が
中
心
で
、
愛
媛
、
島
根
、
茨
城

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
特
に
学
生
の
参
加

が
多
い
。
彼
ら
は
、
地
域
を
再
発
見
す
る

こ
と
、
地
域
社
会
を
理
解
す
る
こ
と
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
文
学
部
で
古
文
書
を

研
究
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
、
歴
史
資

料
の
所
蔵
者
と
直
接
話
す
こ
と
は
、
自
分

の
研
究
の
社
会
的
な
意
味
を
再
確
認
す
る

機
会
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
教
員
や
学
芸
員

に
な
れ
ば
、
地
域
の
文
化
を
問
い
直
し
、

継
承
し
て
い
く
人
材
と
な
る
で
し
ょ
う
。

|
一
般
市
民
の
参
加
も
？

　
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
数
は

約
3
0
0
人
で
、
そ
の
半
分
が
市
民
で
す
。

会
員
は
会
の
運
営
全
般
に
関
与
し
、
被
災

資
料
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
従
事
し
て
く
れ
ま
す
。
年

齢
は
高
校
生
か
ら
80
歳
の
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
。
学
生
時
代
に
歴
史
に
関
わ
っ
て
い

た
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
方
な
ど

い
ろ
い
ろ
で
す
。
同
様
の
活
動
を
各
地
の
史

料
ネ
ッ
ト
で
も
進
め
て
い
る
の
で
、
私
た
ち

の
活
動
に
対
す
る
認
知
が
少
し
ず
つ
広
が

り
、
10
月
の
東
日
本
の
水
害
の
際
に
は
「
歴

史
資
料
を
捨
て
な
い
で
」
と
い
う
呼
び
か
け

が
、
一
般
の
マ
ス
コ
ミ
や
各
種
の
広
報
に
載

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
を
お

持
ち
の
人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
各
地
の
史
料

ネ
ッ
ト
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
学
の
新
た
な
視
点
と
世
界
展
望

|
地
域
歴
史
資
料
学
の
現
在
の
課
題
は
？

　
我
々
歴
史
研
究
者
は
、
日
本
は
千
年
単
位

の
生
活
文
化
が
消
え
て
い
く
時
代
に
突
入
し

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
９
６
０

日本は千年単位の文化的変化の渦中にある
年
代
ま
で
は
人
の
生
活
環
境
に
牛
が
い
る

こ
と
は
普
通
で
し
た
が
、
今
は
牛
な
ん
て
ど

こ
に
も
い
な
い
。
ま
た
、
薪
で
ご
飯
を
炊
く
こ

と
も
な
く
な
り
、
山
と
木
、
人
の
関
係
性
は

既
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
暮
ら
し
の

規
範
的
な
あ
り
方
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、

極
め
て
大
き
く
、
深
い
変
化
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
変
化
以
前
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
世
代

は
既
に
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴

史
文
化
が
消
え
て
し
ま
う
危
機
に
、
少
子
高

齢
化
が
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
災
害
か
ら
の

保
全
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
歴

史
資
料
を
残
す
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
生
存
の
歴
史
学
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
自
然
と
の
関
係
の
中

で
、
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
を
伝

え
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
歴
史
学

に
き
ち
ん
と
組
み
込
も
う
と
。
例
え
ば
、

豪
雨
の
際
に
、
浸
水
し
や
す
い
地
区
と
浸

水
し
に
く
い
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
江
戸

時
代
以
来
の
家
は
概
ね
浸
水
し
に
く
い
地

区
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
に
家
を
建

て
、
集
落
を
作
る
こ
と
自
体
が
、
人
間
が

生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
知
恵
を
、
歴

史
学
は
捉
え
切
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
決

　神戸大学の文学部は1949年、文理学部として出発

し、5年後に独立しました。以来、社会の中の文化的な

水準、市民の共同性や文化を作っていく力を重視した人

材育成を一貫して行ってきました。文化を次の世代に

継承していくために、分野ごとの学術研究を通して文化

を支える人材、しかも、専門家としての役割を果たせる

人材の育成と、現代的かつ文化的な諸課題に共同して対

応し、研究するためのシステムを持ち、実際的に発信し

ていくことを重視しています。

　人文学研究科には、4つの柱があります。①歴史文

化に関わる重要な役割を果たす「地域連携セン

ター」、②神戸という場を通して国際的な諸関係を文

化的に捉え直す「海港都市研究センター」、③工業や

医療に関する倫理の問題を実践的に考える「倫理創成

プロジェクト」、④国際交流を進め、積極的に日本学、

日本文化の問題に対応する「日本文化社会インスティ

テュート」です。③では『石の綿―マンガで読むアス

ベスト問題』という漫画を、京都精華大学マンガ学

部・研究科と一緒に制作し、出版しました。人文学の基

礎的な分野から応用的な分野へと、専門を越えて展開す

る試みです。④ではオックスフォード大学で日本学を学

ぶ学生を共同で教育するシステムが稼動しています。

　2019年3月にはシンポジウム「MANGA」を開催。

『石の綿』にご協力いただいた竹宮惠子さんをお迎え

し、漫画という媒体を人文学の研究領域としてどう考

えていくのかというテーマを取り上げました。また、10

月から神戸新聞紙上で「21世紀の人文学ー危機の時代

を共に生きるために」というテーマの大型連載をスター

トし、人文学の最先端の研究に対する社会的な理解を

広げています。こうした形で文学部としての発信を強め

つつ、70年の歩みが持つ意味を確認しながら、現代社

会のより具体的な課題に対しても、人文学的発想で対

応していきます。そのためにも、専門性を大事にしなが

ら、社会に対応できる人材を育成する観点を保持してい

きたいと考えています。

人文学研究科の4つの柱
～文学部70周年を迎えて～

Topics

し
て
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
を
も
う
一
度

捉
え
直
す
た
め
に
も
、
社
会
の
基
盤
に
残
っ

て
い
る
歴
史
資
料
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

|
人
々
の
暮
ら
し
に
、
歴
史
学
が
近
づ

い
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
の
方
法

論
は
難
し
く
、
個
人
研
究
で
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
実
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
特
別
推
進
研
究
）
に
採
択
さ
れ
た
研
究

課
題
（
地
域
歴
史
資
料
学
を
機
軸
と
し
た

災
害
列
島
に
お
け
る
地
域
存
続
の
た
め
の

地
域
歴
史
文
化
の
創
成
）
は
、
こ
の
発
想

の
も
と
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
10
名
以
上

の
方
々
と
の
共
同
研
究
で
、
全
国
の
史
料

ネ
ッ
ト
で
展
開
さ
れ
て
き
た
実
践
的
研
究

を
理
論
的
に
総
括
す
る
と
と
も
に
、
「
生
存

の
歴
史
学
」
を
研
究
す
る
方
法
論
も
追
究
し

ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
世
界
各
地
の
研

究
者
間
で
の
課
題
共
有
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

す
。
文
化
が
消
え
て
い
く
と
い
う
事
態

は
、
規
模
や
形
は
違
っ
て
も
、
世
界
的
に

見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
神
戸
大
学
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
オ

フ
ィ
ス
（
ベ
ル
ギ
ー
）
で
文
化
遺
産
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
際
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
で
は

な
い
も
の
も
含
め
た
多
様
な
文
化
遺
産

を
、
地
域
社
会
の
存
続
や
維
持
と
関
連
づ

け
て
考
え
て
い
く
流
れ
が
あ
り
、
２
０
１
８

年
の
Ｅ
Ｕ
「
欧
州
文
化
遺
産
年
」
の
取
り
組

み
の
中
で
も
、
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
広
く
地
域
社
会

と
関
係
さ
せ
て
文
化
遺
産
を
考
え
る
こ
と

が
、
同
時
代
的
に
起
き
て
い
る
意
味
を
問

う
こ
と
も
、
今
回
の
特
別
推
進
研
究
の

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。
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山添 智暉理学部化学科 4年

|
ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

　
障
害
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
大
学
で
の

勉
強
や
生
活
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と

し
て
い
る
学
生
に
向
け
て
、
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
僕
が
今
年
参
加
し
た
活
動
で

は
、
車
い
す
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
神
戸
大
学
の
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
は

山
の
上
に
あ
る
た
め
、
坂
や
階
段
が
と
て
も
多

く
、
車
い
す
の
方
が
移
動
す
る
の
が
か
な
り
大

変
な
場
所
も
あ
り
ま
す
。
大
学
で
作
っ
て
い
る

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
見
な
が
ら
、
実

際
に
僕
た
ち
が
車
い
す
で
移
動
し
て
み
て
、
問

題
の
あ
る
個
所
や
、
よ
り
楽
に
移
動
で
き
る

ル
ー
ト
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
に
向

け
て
、
P
C
テ
イ
ク
の
支
援
活
動
も
行
っ
て

|
ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

　
ピ
ア
は
「
仲
間
」
と
い
う
意
味
な
の
で
す

が
、
学
生
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
同
じ
学
生

の
相
談
に
乗
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
2
0
1
9

年
の
10
月
か
ら
本
格
的
に
稼
働
し
ま
し
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
週
に
１
回
、
お
昼
休
み
に
鶴
甲
第

１
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
に

ブ
ー
ス
を
構
え
て
、
誰
で
も
自
由
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
大
学
の
中
で
な
に

か
面
白
い
活
動
が
な
い
か
と
い
っ
た
話
を
聞
い

て
、
私
が
知
っ
て
い
る
有
志
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本

格
稼
働
前
に
、
新
入
生
に
向
け
て
相
談
ブ
ー
ス

を
設
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
は
履
修
に
関

す
る
相
談
な
ど
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

|
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
相
談
に
来
て
く
れ
る
学
生
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
、
き
ち
ん
と
汲
み
取
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
の

か
、
ち
ょ
っ
と
背
中
を
押
し
て
ほ
し
い
の
か
、

た
だ
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
の
か
…
。
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
と
い
う
名
前
で
す
が
、
助
け
る
と
い

う
よ
り
も
伴
走
者
と
し
て
対
等
な
関
係
で
一
緒

に
考
え
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
な
の
で
、
お

せ
っ
か
い
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
利
用
者
の
学
生
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

　
本
当
に
ど
ん
な
相
談
で
も
い
い
の
で
、
気
軽

に
来
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

自
分
自
身
が
学
生
生
活
で
悩
ん
で
い
た
時
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
の
職
員
の
人
に
相
談

す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
。
何
か
困
っ
た
と
き
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
け
ど
話
せ
る
相
手
が
い
な
い
…
み
た
い
な

こ
と
で
も
大
丈
夫
で
す
。
雑
談
の
よ
う
な
内
容

で
も
い
い
し
、
深
刻
な
悩
み
だ
っ
た
ら
、
適
切

な
相
談
先
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
さ

な
こ
と
で
も
頼
れ
る
場
所
が
で
き
た
の
で
、
ぜ

ひ
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
話
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

|
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
興
味
の
あ
る
学
生

に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

　
何
か
勉
強
以
外
に
新
し
い
活
動
が
し
た
い

キャンパスライフ支援センター
学生サポーター

YAMAZOE Tomoaki
三島 春香経営学部経営学科 4年

ピアサポーター

MISHIMA Haruka

Students' Support 02 Students' Support 01

神大生の挑戦

神大生による神大生のための「学生サポート」
神戸大学には、学生が安心してキャンパスライフを送れるよう、様々なサポートを行っている団体があります。

今回は、学生自身がサポーターとなり、同じ学生への支援を行っている２つの団体のメンバーを取材しました。

い
ま
す
。
授
業
の
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

要
約
し
て
P
C
に
書
き
込
み
、
学
修
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
活
動
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
現

在
は
神
戸
大
学
に
は
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
学
生
が
い
な
い
の
で
、
N
P
O
を
通
じ
て

ネ
ッ
ト
で
映
像
・
音
声
を
送
っ
て
も
ら
っ

て
、
他
大
学
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

|
活
動
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
？

　
車
い
す
で
の
調
査
を
や
っ
て
み
て
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
坂
が
多
い
の
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
道
が
狭
い
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
歩
道
が
あ
っ
て
も
、
車
い
す
で
通

る
に
は
幅
が
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
り
、
狭
く
て

乗
降
が
難
し
い
バ
ス
停
が
あ
っ
た
り
。
あ

と
、
普
段
歩
い
て
い
る
時
に
は
気
に
な
ら
な

い
よ
う
な
段
差
が
、
車
い
す
の
移
動
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　
構
造
上
ど
う
し
よ
う
も
な
い
部
分
も
あ
る

の
で
す
が
、
こ
の
調
査
の
報
告
書
を
も
と

に
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
直
し
て
い
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

|
サ
ポ
ー
タ
ー
に
興
味
の
あ
る
学
生
に
知
っ

て
ほ
し
い
こ
と
は
？

　
留
学
に
行
っ
て
違
う
世
界
を
見
る
の
も
い

い
の
で
す
が
、
自
分
の
身
の
回
り
に
あ
る
知

ら
な
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
な
お

か
つ
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
魅
力
で
す
。

な
、
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
初
め
は
来
て
も

ら
っ
て
構
い
ま
せ
ん
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
す
る
た
め
の
事
前
研
修
も
丁
寧
に

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
っ
た
ら
気

負
わ
ず
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
今
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
手
探
り
の
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

車
い
す
で
の
生
活
や
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
方

の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
お
く
と
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
が
目
の
前
に
現
れ
た
時

に
、
何
が
で
き
る
か
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
今
と
違
う
世
界
を
体

験
し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

問合せ先 : 学生支援課 TEL：078-803-5429 問合せ先 : TEL： 078-803-5258

戦挑
神大生の

詳細は
こちら！

開催日など
詳細はこちら！
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グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）
は
、
地
球
規
模
で

の
協
働
が
必
要
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

シ
ュ
ー
」
に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
国
際
人
間
科
学
部
の
学
生

全
員
が
海
外
研
修
と
フ
ィ
ー
ル
ド
学
修

に
参
加
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
や
特
色
に
つ

い
て
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

正
楽
藍
講
師
に
お
聞
き
し
ま
す
。

|
Ｇ
Ｓ
Ｐ
の
狙
い
は
？

　「
協
働
型
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
育
成
す

る
と
い
う
の
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙

い
で
す
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

様
々
な
課
題
・
イ
シ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ん
な
課
題
に
取
り
組
む
場
合
で
も
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
視
点
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
環
境
問
題
や
難
民
問
題
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
な
問
題

に
見
え
る
も
の
で
も
、
根
っ
こ
の
と
こ
ろ

で
は
他
の
国
の
問
題
と
繋
が
っ
て
い
た

り
、
共
通
の
課
題
を
持
っ
て
い
た
り
す
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
、
一
つ
の
専

門
性
だ
け
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
文
系
だ
か
ら
理
系
の
人
と
話
が

で
き
な
い
」
で
は
な
く
、
専
門
性
の
異
な

る
様
々
な
人
と
「
協
働
」
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
が

興
味
を
持
っ
て
い
る
問
題
を
き
っ
か
け

に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
自
分
の
専
門
以
外

の
分
野
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
4
年
間
の
学
習
の
ど
こ
に
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
G
S
P
を
位
置
づ
け
る
か
を
、
学

生
一
人
ひ
と
り
が
決
め
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に
は
、
実
践
型
・

研
修
型
・
留
学
型
の
３
つ
の
「
Ｇ
Ｓ
コ
ー

ス
」
が
あ
り
、
合
計
1
0
0
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
側

か
ら
一
律
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
意
思
で
、
こ
こ
に
行
き
た
い
、
こ

れ
が
し
た
い
と
い
う
も
の
を
選
べ
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
す
る
時
期
も
、
自
分
で
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
要
だ
と
思
う
知
識
を
つ

け
て
、
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
行
っ
て
も

い
い
し
、
１
年
生
の
間
に
と
に
か
く
行
っ

て
み
る
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。「
全
員
留

学
」
を
掲
げ
る
大
学
・
学
部
は
最
近
増
え

て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
自
由
度
の
高
さ

が
、
他
の
大
学
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

特
色
だ
と
思
い
ま
す
。

|
３
つ
の
コ
ー
ス
の
違
い
は
？

　
ま
ず「
実
践
型
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
」
で
は
、
海

外
で
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
や
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
す
。
ツ
ア
ー
は
教
員

が
引
率
し
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
詳
し
い

方
に
会
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
関
連
す
る

施
設
を
訪
問
し
た
り
、
現
地
の
学
生
と
交

流
し
た
り
し
ま
す
。
教
室
で
た
だ
授
業
を

受
け
る
の
で
は
な
く
、
海
外
で
の
「
実
践
」

に
重
き
を
置
い
た
コ
ー
ス
で
す
。

　
次
に
「
研
修
型
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
」
で
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
学
修
を
国
内
で
行
う
こ
と
に
加

え
て
、
海
外
の
語
学
研
修
か
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

に
参
加
し
ま
す
。
例
え
ば
日
本
の
高
齢
化
問

題
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
な
課
題
に
関
心
が
あ
る
場

合
に
、
こ
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
も
よ
い
と
思

　私は「留学型GSコース」で、オーストラリアのクイーンズランド

大学へ半年間の交換留学に行きました。その前段階として、「研

修型ＧＳコース」のプログラムで、ニュージーランドでの１か月の

語学研修にも参加しています。

　オーストラリアは観光大国として有名ですが、中でもクイーンズ

ランド大学は、オーストラリアで唯一、国連世界観光機関の観光教

育認証を取得している大学です。世界トップレベルの観光学を学

べることに魅力を感じ、この大学への留学を決めました。ディスカッ

ションやプレゼンテーションなど、自分から発信しなければならな

い機会が多く、大変でしたがとても勉強になりました。

ＧＳＰでは、交換留学であっても、留学先でフィールドワークを

する必要があります。私は、ブリスベンで開催されたアジアと太平

洋の140 都市が参加するサミットのボランティアに参加し、フィー

ルドワークを行いました。ブリスベンと神戸市が姉妹都市になっ

ていることもあり、サミットには神戸市の副市長が参加されていて、

そのサポートのようなことも少しさせていただきました。

　留学を通して、価値観の変化もありましたし、成長できたと思

います。帰国後も現地でできた交遊関係は続くので楽しいですし、

これからの勉強や就職活動へのモチベーションを高めることもで

き、とても実のある経験になったと思います。

　僕は「実践型GSコース」で、ウガンダとインドネシアへ行きまし

た。どちらも約２週間のプログラムでした。

　ウガンダの方は、ポストコロニアル（植民地主義以降）のアフリ

カの国の暮らしを学ぶというような内容で、現地の大学生とディス

カッションをしたり、呪術師の方やNGOを訪問したりしました。ア

フリカは自分1人ではなかなか行きづらいので、先生が引率してく

れるスタディーツアーなら安心ですし、深い体験ができそうだと

思って選びました。

　また、インドネシアの方は、マングローブの植林が主なテーマ

だったのですが、それ以外にも自分で自由にフィールドワークが

でき、現地の学生とほぼ毎日接することができたのが良い経験に

なりました。「教育」をフィールドワークのテーマにしていたので、

現地の小・中学校や高校を訪問し、日本を紹介する授業を行った

りもしました。

　今は「ＧＳＰ演習（リフレクション）」という授業で、現地での体験を

他の学生と共有したり、グローバルイシューについて考えたりしてい

ます。プログラムに参加するだけではなく、そこでの体験を、これから

の学びや将来にどう繋げていくかが大事だと思います。僕は今、それ

を模索しているところです。今度は１年間の交換留学でオーストリア

に行くことにしているので、その間に何か見つけたいと思っています。

「
協
働
型
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」と
し
て
、

国
の
枠
を
超
え
た
課
題
に
取
り
組
む 

―― 

国
際
人
間
科
学
部

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム﹇
G
S
P
﹈

国際人間科学部 環境共生学科 ３年

生水口 翼  SHOUZUGUCHI  Tsubasa

国際人間科学部グローバル文化学科 ３年

三好 佑奈 MIYOSHI Yuna

GSPコーディネーター 
国際人間科学部 講師

プログラムを履修して

い
ま
す
。一
見
、
ロ
ー
カ
ル
な
課
題
と
語
学
研

修
に
何
の
関
連
が
あ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
は
、
同
じ
よ
う
に

海
外
か
ら
研
修
に
来
て
い
る
多
く
の
留
学
生

が
い
ま
す
。
そ
の
学
生
た
ち
と
自
分
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
空
き
時
間
に
現
地

の
関
連
施
設
を
訪
ね
た
り
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
日
本
の
国
内
の
問
題
が
、
海
外
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
「
留
学
型
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
」
は
、
半

年
か
ら
1
年
程
度
の
交
換
留
学
、
ま
た
は

2
、3
か
月
程
度
の
中
期
留
学
を
行
う
コ
ー

ス
で
す
。
交
換
留
学
で
は
、
協
定
校
で
科

目
を
履
修
し
、
単
位
を
取
得
し
て
も
ら
い

ま
す
。
中
期
留
学
で
は
、
留
学
先
の
大
学

で
外
国
語
研
修
や
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
参

加
し
た
り
、
科
目
を
履
修
し
た
り
し
ま

す
。
い
ず
れ
の
留
学
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
学

修
を
必
ず
行
い
ま
す
。

|
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
の

様
子
は
？

　
私
が
担
当
し
て
い
る
「
研
修
型
Ｇ
Ｓ
コ
ー

ス
」
の
例
で
す
が
、
ま
ず
１
年
生
の
内
に
海
外

研
修
で
語
学
力
を
高
め
て
、
2
・
３
年
生
に

な
っ
て
か
ら
交
換
留
学
を
目
指
す
と
い
う
、

海
外
へ
の
志
向
が
高
い
グ
ル
ー
プ
が
い
ま

す
。
彼
ら
は
語
学
研
修
に
か
な
り
積
極
的
に

参
加
し
て
、T
O
E
F
L
や
I
E
L
T
S
な

ど
の
テ
ス
ト
も
受
け
て
と
、
と
て
も
意
欲
的

で
す
。

　
一
方
で
、
実
は
指
導
し
て
い
て
面
白
い
の

は
、
海
外
に
そ
れ
ほ
ど
強
い
関
心
が
な
く
、

国
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
学
修
が
で
き
る
か
ら

「
研
修
型
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
」
を
選
ん
だ
と
い
う
学

生
で
す
。
そ
う
い
う
学
生
は
、
語
学
研
修
か

ら
帰
っ
て
き
た
時
に
話
を
聞
く
と
、
目
の
色

が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

現
地
で
会
っ
た
海
外
の
学
生
と
、
自
分
の
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で

き
た
と
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
が
、
自

分
の
話
に
す
ご
く
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
と

か
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
、
国
内
の
こ

と
に
ば
か
り
関
心
が
あ
っ
た
学
生
が
、
そ
の

課
題
は
日
本
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
、
自
分
で
気
づ
い
て
く
れ
た
ん
だ

な
と
感
じ
ま
す
。

|
ど
ん
な
学
生
に
来
て
ほ
し
い
で
す
か
。

　　「
留
学
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、
海
外
で
何

を
学
び
た
い
の
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
方
は
、
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
う
人
に
こ
そ
、
こ
の
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に

触
れ
て
も
ら
っ
て
、
本
当
に
や
り
た
い
と
思

う
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。
誰
も
答

え
を
教
え
て
く
れ
な
い
、
自
分
で
見
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
苦
し
い
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
オ
フ
ィ

ス
の
教
員
が
指
導
し
て
い
き
ま
す
し
、
周

り
の
学
生
も
同
じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
環

境
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
何
か
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

事 前 学 修
■グローバルイシュー概論
　代表的事例の現状と解決策を専門的見地から学修
■グローバルイシュー演習
　アクティブ・ラーニングを通じて具体的な事例を学修
■オリエンテーション
　自らが取り組むグローバルイシューに関する具体的な課題を設定

■リフレクション
　「GSコース」での体験の共有
■グローバルな課題に対する
　自己の実践の意義づけ
■フィールド学修についての成
　果発表とレポート作成

■ グローバル・スタディーズ・プログラムの流れ

コ
ー
ス
選
択

実践型GSコース
海外スタディツアーまたはインターンシップ

研修型GSコース
海外語学研修またはサマースクールと、国内フィールド学修

留学型GSコース
交換留学または中期留学

事 後 学 修
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|
「
黒
潮
漫
画
大
賞
」
へ
の
入
選
を
機
に
独
立
さ
れ
た

と
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？

　
も
と
も
と
漫
画
家
志
望
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く

て
、
大
学
卒
業
後
は
広
告
代
理
店
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
入
社
後
す
ぐ
に
一
か
ら
企
画
を
任
さ
れ
、
忙
し

く
て
寝
る
暇
も
な
い
よ
う
な
環
境
で
。
あ
る
と
き
、

ひ
と
コ
マ
の
イ
ラ
ス
ト
と
２
、
３
行
の
文
章
で
、
自

分
の
思
い
の
た
け
を
綴
る
よ
う
な
マ
ン
ガ
を
描
き
は

じ
め
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
、
た
ま
た
ま
見
つ
け
た

黒
潮
漫
画
大
賞
へ
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
は
エ
ッ

セ
イ
マ
ン
ガ
と
い
う
も
の
が
な
く
、
面
白
い
ジ
ャ
ン

ル
だ
と
い
う
こ
と
で
入
賞
し
て
。
そ
れ
で
気
を
よ
く

し
て
、
独
立
し
て
自
分
で
や
っ
て
い
こ
う
と
会
社
を

辞
め
、
し
ば
ら
く
海
外
を
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
で
旅
し
た

後
、
東
京
へ
行
き
ま
し
た
。

|
著
書
の
『
パ
パ
抜
き
子
連
れ
旅
』
が
印
象
的

で
し
た
。

　
東
京
に
行
っ
た
後
、
す
ぐ
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
て
。『
パ
パ
抜
き
子
連
れ
旅
』
に
も
描
い
た
の

で
す
が
、
当
時
、
夫
の
転
勤
で
知
り
合
い
の
い
な
い
雪

国
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
鬱
っ
ぽ
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
母
親
が
感
じ
る
社
会
か
ら
見

放
さ
れ
た
よ
う
な
孤
独
感
に
襲
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
で

10
円
ハ
ゲ
も
で
き
て
し
ま
っ
て（
笑
）。

子
ど
も
は
可
愛
い
ん
だ
け
ど
、
で
も
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
っ
て
大
切
に
し

た
い
！
と
思
い
、
も
う
一
度
大
好
き
だ
っ

た
海
外
へ
行
こ
う
と
、
２
歳
の
息
子
を
連
れ

母
が
が
ん
を
患
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
が
ん
の
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
知
り
た
く
て
。

　
た
ま
た
ま
、
同
年
代
で
大
学
の
医
学
部
に
編
入
学

し
た
友
人
が
い
て
、
毎
週
末
、
勉
強
会
を
開
い
て
も

ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
内
に
、

自
分
も
大
学
に
入
り
直
し
て
学
ぶ
道
が
あ
る
の
で
は

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
お
医
者
さ
ん
に
な

り
た
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
医
学
部
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
神
戸
大
学
の

理
学
部
で
生
命
科
学
に
つ
い
て
学
べ
る
こ
と
が
分
か

り
、
当
時
は
神
戸
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
た
の
で
、
思

い
切
っ
て
受
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

|
子
育
て
を
し
な
が
ら
の
受
験
勉
強
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
は
か
な
り
大
変
だ
っ
た
の
で
は
…

　
え
え
、
も
う
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
大
変
で
し
た
（
笑
）
。

そ
の
時
自
分
は
40
歳
で
、
子
ど
も
は
小
学
生
と
中
３

で
。
仕
事
も
ヨ
ガ
の
講
師
も
辞
め
な
か
っ
た
の
で
、

本
当
に
ハ
ー
ド
な
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

生
物
学
や
生
命
科
学
は
自
分
の
身
体
に
関
わ
る
こ
と

な
の
で
、
勉
強
も
苦
に
は
な
ら
な
く
て
、
そ
の
神
秘

や
奥
深
さ
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
ね
。

　
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
、
も
と
も
と
文
系
な
の
で

全
て
が
暗
号
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
し
、
数
学
関
係

も
苦
手
で
、
同
級
生
に
ラ
ン
チ
を
お
ご
っ
て
教
え
て

も
ら
っ
た
り
と
、
必
死
で
し
た
。
で
も
、
ラ
ボ
の
教

授
が
と
て
も
理
解
の
あ
る
方
で
、「
あ
な
た
の
良
さ
を

活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
、
実
験
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
イ
ラ

ス
ト
や
図
を
描
か
せ
て
も
ら
え
た
り
も
し
ま
し
た
。

|
大
学
で
の
経
験
は
お
仕
事
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
？

　
大
学
に
入
り
直
し
て
良
か
っ
た
の
は
、
理
学
部

で
の
経
験
を
通
し
て
「
仮
説
を
立
て
て
証
拠
や
根

誌面に登場している個性的なキャラクター
神戸在住の方は、きっとどこかで見たことがあるのではないでしょうか。

このキャラクターの生みの親は、エッセイ漫画家・イラストレーターの都あきこさん。
神戸大学理学部での体験をもとに、コミックエッセイ

『今日から「菌トレ」! 』や『花の!?オカン女子大生』の執筆もされた都さんに、お話を伺いました。

拠
を
得
る
」
と
い
う
や
り
方
を
学
べ
て
、
も
の
の
見

方
が
全
く
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
エ
ッ

セ
イ
マ
ン
ガ
で
「
自
分
が
ど
う
思
っ
た
か
」
と
い
う

主
観
を
描
い
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
客
観
的
な
事
実

を
ど
う
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
著
書
の
『
今
日
か
ら
「
菌
ト

レ
」!
』
も
、
授
業
で
習
っ
た
微
生
物
学
が
、
家
事

や
生
活
に
直
結
し
て
い
て
す
ご
く
面
白
く
て
。
そ
の

面
白
さ
を
伝
え
た
い
と
思
い
、
た
く
さ
ん
の
文
献
や

論
文
を
調
べ
て
マ
ン
ガ
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
は
、
メ

ト
ロ
こ
う
べ
の
地
下
通
路
に
全
長
45
m
と
60
m
の
壁

画
を
描
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
片
方
、

「
昔
な
つ
か
し
わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
道
」
は
神
戸
の
歴
史

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
資
料
を
か
な
り

詳
細
に
調
べ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
理
学
部
で

培
っ
た
手
法
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
研
究
者
に
は
不
向
き
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

よ
う
な
、
専
門
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
分
野
に
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
「
コ
ベ
ピ
ポ
」
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
実
は
、
あ
る
企
業
の
企
画
で
プ
レ
ゼ
ン
し

た
ん
で
す
け
ど
、
落
ち
て
し
ま
っ
て
、
10
年
く
ら
い

眠
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
駅
を
舞
台
に
描
い
た

大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
、
何
か
に
使
え
な

い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
あ
る
と

き
、
個
展
を
開
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
て
。
エ
ッ
セ
イ

マ
ン
ガ
家
な
の
で
、
個
展
を
す
る
と
い
う
発
想
が

な
く
て
断
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、「
あ
の
企
画
が

あ
る
や
ん
！
」
と
思
い
出
し
、「
コ
ベ
ピ
ポ
」
と
名
付

都 あきこ
神戸市在住のイラストレーター、エッセイ漫画家。生活や健康術、サイエンスからビ
ジネスまで幅広いジャンルのテーマを執筆し、「楽しくわかりやすく」をモットーに
コミック表現の可能性を常に模索している。神戸ご当地キャラクター「コベピポ」も
展開中。ヨガをきっかけに東洋医学、さらに生命科学にも興味をもち、40歳で神戸
大学理学部生物学科へ編入学。ヨガの講師としても活動している。

て
２
か
月
間
の
旅
に
出
ま
し
た
。

　
不
安
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る

と
、
子
ど
も
を
連
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
楽

し
み
方
が
あ
る
と
分
か
っ
た
ん
で
す
。
何
か
を
理
由

に
「
で
き
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
っ
て

よ
く
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
見
方
を
変
え
る
と

「
で
き
る
」
に
変
わ
る
し
、
思
い
が
け
な
い
発
見
に

繋
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

|
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
神
戸
大
学
へ
？

　
私
、
実
は
ヨ
ガ
の
講
師
も
や
っ
て
い
ま
し
て
。
20
代

で
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
っ
て
、
藁
に
も
す
が
る
思
い
で

色
々
試
し
て
ヨ
ガ
に
た
ど
り
着
い
た
ん
で
す
け
ど
、
ヨ

ガ
と
関
連
す
る
東
洋
医
学
の
い
ろ
ん
な
流
派
を
学
ん

で
、
面
白
い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
十

数
年
前
に
統
合
医
療
が
叫
ば
れ
始
め
た
と
き
に
、
西
洋

医
学
や
体
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
そ
の
こ
ろ

http://www.facebook.com/Miyako.Akiko.OP

マンガやデザインを通し、
面白さと魅力を分かりやすく伝える

け
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
見
て
く
れ
た
人

た
ち
が
、「
い
い
や
ん
！
ご
当
地
や
ん
！
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
２
年
の
間
に
、

神
戸
市
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
神
戸
ま
つ
り

や
北
野
の
異
人
館
、
神
戸
阪
急
な
ど
で
も
使
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
個

性
的
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
通
し
て
、
神
戸
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

|
最
後
に
、
神
大
生
や
高
校
生
へ
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
絵
を
習
っ
た
こ
と
も
な
く
て
、
た
だ
好
き
で

ら
く
が
き
を
ず
っ
と
書
い
て
い
た
ん
で
す
ね
。
自
分

が
ご
機
嫌
で
や
っ
て
た
こ
と
が
、
気
が
付
い
た
ら
仕

事
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
か
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
が

ご
機
嫌
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
視
点
で
将
来

の
こ
と
を
考
え
た
ら
、
無
理
な
く
進
め
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、「
自
分
ら
し
さ
を
知
り
た
け
れ
ば
、
自

分
ら
し
く
な
い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
、
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
経
験
も
あ

り
ま
す
。
自
分
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
何
か
具
体
的

に
分
か
り
、
逆
に
自
分
が
何
を
持
っ
て
い
る
の
か
も

見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
「
ら
し
く
な

い
」
こ
と
を
あ
え
て
や
っ
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
は
い
え
、
人
生
は
長
い
で
す
か
ら
！
今
選
ん
だ

こ
と
が
全
て
で
は
な
い
で
す
。
私
み
た
い
に
40
歳
か

ら
大
学
に
入
り
直
し
て
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る

人
間
も
い
る
の
で
、
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
を
考
え
ず

に
、
好
奇
心
に
任
せ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

み
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

M
IYAKO

 Akiko

ピエ～ルさん 佐々木課長あずきちゃん さくらこさん 中沢君

●今日から「菌トレ！」都 あきこ【著】/ 佐伯 圭一【監修】小学館　●ファンも知らない！？タカラジェンヌのすべて  都 あきこ【著】   三栄
●未来の健康防衛隊  都  あきこ【イラスト】/ 吉澤 穣治【監修】保育社

コベピポ
クリアーファイル
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「建築学生」が地域をつなぐ
神戸大学が本部を置く灘区で「まちづくり活動」を展開している「まちプロジェクト」は、

工学部建築学科の学生を中心とするグループだ。2007年に活動を開始し、以来13年間、
灘区という「地域」に溶け込んで、学生ならではの発想で地域活性化に取り組んでいる。

第13代 代表の檜垣裕一さんに、最近の取り組みを聞いた。

神大   LOCAL

地
域
の
お
店
に
出
店
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会
場
に
は
お
総
菜
や
黒
毛
和

牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
ワ
イ
ン
、
カ
レ
ー
、
野

菜
、
パ
ン
な
ど
の
店
が
並
ん
で
、
想
像
以
上
に
大

盛
況
で
し
た
。

　
も
と
も
と
企
業
側
に
、
大
学
生
と
一
緒
に
マ
ル

シ
ェ
を
開
き
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
り
、
８
月
半

ば
に
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
段
階
か
ら
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
９
月

以
降
、
企
業
の
企
画
会
議
に
出
席
し
て
、
マ
ル

シ
ェ
の
内
容
や
進
行
に
つ
い
て
打
合
せ
を
重
ね
ま

し
た
。
僕
た
ち
か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

最
終
的
に
は
、
建
築
学
科
の
強
み
を
生
か
し
て
会

場
の
デ
ザ
イ
ン
も
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
12
案
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
企
画
会
議
に
諮

り
、
練
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
考

え
た
も
の
が
形
に
な
る
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
マ
ル
シ
ェ
の
当
日
、
僕
た
ち
が
子
供
た
ち
向

|
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　
建
築
学
科
の
研
究
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

建
築
や
都
市
計
画
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
学

生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
っ
て
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
発
想
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
活
動
に
は
①
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
、

②
地
域
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
る
、
と
い
う
２
つ
の
軸

が
あ
り
ま
す
。
①
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
に
参
加
し
て
お
り
、
②
に
つ
い
て
は
、

毎
年
8
月
末
に
自
分
た
ち
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
約
20
人
で
す
。

|
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ん
は
何
を
？

　
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
地
域
の
祭
り
に
毎
年
参
加
し
て
神
輿
を
か

つ
い
だ
り
。
地
元
の
方
は
「
若
い
人
が
少
な
く

な
っ
て
神
輿
を
か
つ
ぐ
祭
り
が
難
し
く
な
っ

た
」
と
仰
る
の
で
、
僕
た
ち
が
参
加
す
る
こ
と

で
祭
り
の
継
承
を
お
手
伝
い
で
き
る
ん
で
す
。

そ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
性
化
さ
れ
て
、
僕

た
ち
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
た

り
と
、
相
互
の
交
流
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
建
物
や
都
市
の
デ
ザ
イ
ン

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
形
成
と
い
っ
た
面
も
含
ま

れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
大
学
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
で

す
が
、
勉
強
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
実
践
で
き
る

場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
10
月
に
は
「
六
甲
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
ね
？

　
灘
区
の
住
宅
建
設
会
社
が
開
い
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
同
社
の
大
き
な
駐
車
場
を
会
場
に
し
て
、

じ
み
と
な
り
、
ボ
ッ
ク
ス
を
見
る
と
「
今
年
も
Ｔ

シ
ャ
ツ
回
収
の
月
に
な
っ
た
か
」
と
（
笑
）。

|
ど
の
よ
う
に
再
利
用
を
？

　
例
え
ば
、
角
材
や
園
芸
用
の
支
柱
な
ど
を
組
ん

で
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
弱
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
、
会

場
の
六
甲
道
南
公
園
に
設
置
し
ま
す
。
そ
し
て
、

フ
ェ
ス
当
日
、
子
供
た
ち
に
不
要
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
絵

を
描
い
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
オ
ブ
ジ
ェ
の
フ

レ
ー
ム
に
帆
を
張
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
飾
っ
て
い

き
ま
す
（
写
真
参
照
）
。
骨
組
み
だ
け
だ
っ
た
オ
ブ

ジ
ェ
が
色
と
り
ど
り
の
布
で
埋
め
ら
れ
て
い
く

と
、
子
供
た
ち
は
大
喜
び
、
親
御
さ
ん
も
子
供
が

絵
を
描
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
前
で
写
真
を
撮
っ
て
楽

し
ん
で
く
れ
ま
す
。
今
年
は
初
め
て
、
夜
間
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
、
輪
投
げ
、
縄
跳
び
、
ミ
サ
ン
ガ
作
り
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
好
評
で
し
た
。
ミ
サ
ン
ガ

や
縄
跳
び
の
縄
な
ど
も
全
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
作
る
ん

で
す
。

|
運
営
費
は
ど
う
賄
っ
て
い
る
？

　
灘
区
か
ら
助
成
金
を
得
て
い
る
の
と
、
自
分
た
ち

で
地
域
の
お
店
に
協
賛
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

|
「
ま
ち
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
」
と
い
う
活
動
も
始

め
て
い
ま
す
ね
？

　
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
前
に
あ
る
「
ウ
ェ
ル
ブ
六
甲
道

１
番
街
」
の
商
業
者
の
会
の
皆
さ
ん
と
、
以
前
か

ら
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
開
催
し
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
た
り
し
て
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
商
業
施
設
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ

て
み
よ
う
と
。
各
テ
ナ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
企
画

し
、
自
分
た
ち
で
写
真
も
撮
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
を

制
作
し
、
商
業
施
設
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

|
顔
の
広
い
グ
ル
ー
プ
で
す
ね
。

　
灘
区
で
10
年
以
上
活
動
し
て
い
る
の
で
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
は
か
な
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
人
を
知
っ
て
い
ま
す
よ
（
笑
）
。

|
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
？

　
今
回
の
六
甲
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち

の
企
画
し
た
も
の
を
形
に
で
き
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
元
の
企
業
を

含
め
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
僕
た
ち
が
関
わ
る
こ
と
で
、

地
域
の
人
々
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
き
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
活

動
の
継
続
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
に
行
っ
た
ミ
サ
ン
ガ
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
好
評
で
し
た
。
地
元
の
企
業
と
大
学
生
が
共
同

で
地
域
の
人
々
の
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

親
交
を
図
る
、
ま
さ
に
「
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
名
に
ぴ
っ
た
り
の
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

|
主
催
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
Ｔ
フ
ェ
ス
」
と
は
？

　
僕
た
ち
の
活
動
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
に
、
ま

ち
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
こ
と

で
も
の
づ
く
り
を
し
、
ま
ち
を
彩
る
、
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
。
「
ま
ち
Ｔ
フ
ェ
ス
」
は
、
地
域

の
人
々
か
ら
不
要
に
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
集
め
、

そ
れ
ら
を
装
飾
な
ど
に
使
っ
て
、
見
慣
れ
た
場
所

に
い
つ
も
と
違
う
風
景
を
作
り
出
す
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
顔
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

に
し
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
13
回
目
を
数

え
ま
し
た
。

　
不
要
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
回
収
す
る
上
で
、
地
域
の

お
店
や
小
学
校
な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
毎
年
同
じ
時
期
に
お
願

い
す
る
の
で
、
地
域
の
人
々
に
も
す
っ
か
り
お
な

×

檜垣 裕一
 工学研究科建築学専攻 1年

HIGAKI   Yuichi

まちプロジェクト実行委員会 代表

https://ja-jp.facebook.com/machi.project.kobe/
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machi  project       　まちプロジェクト
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Nadaku

「まちＴフェス」より。子供たちが絵を描いた T シャツがオブジェを彩る

「六甲マルシェ」では、会場のデザインや装飾も学生たちが手掛けた
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ブリュッセルオフィス

神戸大学ブリュッセルオフィス

第10回 シンポジウムを
開催しました

　10月22日にベルギー・ブリュッセルにて国際シン

ポジウムを開催しました。第10回を記念した今回の

シンポジウムは、1．日EU間EPA・SPA、2．食品科学、

3．歴史文化財の3つをテーマとして取り上げ、約140

名にも及ぶ日本・EUの政府関係者、研究者、学生、ビ

ジネスパーソンなどの参加者は、熱心に発表に聞き入

りました。その後の質疑応答では、活発な議論が繰り

広げられるとともに、今後の協力について協議が行わ

れました。

　神戸大学は、2010年にブリュッセルオフィスを開

設して以来、日欧間の学術交流を活発化させるべく、

　日
本
の
外
の
世
界
を
見
て
み
た
い
と

思
い
、
大
学
入
学
前
か
ら
交
換
留
学

に
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

交
換
留
学
で
は
神
戸
大
学
に
な
い
科

目
も
履
修
で
き
ま
す
。
行
き
先
を
イ

タ
リ
ア
、
特
に
ミ
ラ
ノ
の
ボ
ッ
コ
ー

ニ
大
学
に
決
め
た
理
由
は
、
移
民
と

人
権
に
つ
い
て
学
び
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
地
中
海
に
面
す
る
イ
タ
リ
ア

は
移
民
・
亡
命
者
が
E
U
圏
内
に
入

る
最
初
の
国
で
す
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
含
め
E
U
は
世
界
最
高
峰
の
人
権

保
護
制
度
を
誇
り
ま
す
。
法
制
度
や
社
会
倫
理
は
各
国
の
地
理
・
文
化
的

背
景
も
反
映
し
て
い
る
た
め
、
ク
ラ
ス
で
一
人
の
ア
ジ
ア
人
だ
っ
た
私
は

理
解
に
苦
し
む
事
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
教
授
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
親

切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　た
く
さ
ん
の
お
洒
落
な
人
が
行
き
交
う
街
、
ミ
ラ
ノ
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
、
食
べ
た
こ
と
の
な
い
味
付
け
の
パ
ス
タ
、
安
く
て
美
味
し
い
ワ
イ

ン
な
ど
の
食
事
も
最
高
で
し
た
。
な
に
よ
り
楽
し
か
っ
た
の
は
共
に
暮
ら

し
た
フ
ラ
ッ
ト
メ
イ
ト
た
ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
で
す
。
買
い
物
や

旅
行
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
毎
晩
の
よ
う
に
一
緒
に
ご
飯
を
作
り
、
自
分

の
国
の
話
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
の
話
、
政
治
や
社
会
問
題
、
ま
た
恋
の

話
な
ど
色
々
な
こ
と
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
話
題
に
対
し
て
様
々
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
る

の
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　交
換
留
学
に
挑
戦
し
外
の
世
界
を
見
た
こ
と
で
、
日
本
に
つ
い
て
、
ま

た
自
分
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ

い
て
よ
り
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
半
年
間
の
ミ

ラ
ノ
生
活
は
私
の

人
生
に
お
い
て
か

け
が
え
な
い
も
の

で
す
。

留
学
だ
よ
り

ミ
ラ
ノ
「
ボ
ッ
コ
ー
ニ
大
学
」
に
交
換
留
学

        

　
　
　
　法
学
部
法
律
学
科
4
年

　中
島  

紗
良

神戸大学は、本学のパートナーであるブリュッセル自由大学(蘭語系)内に、神戸大学
ブリュッセルオフィスを設置しています。国際機関の本部が多く置かれ、ヨーロッパ
の首都機能を果たしているベルギー・ブリュッセルで、欧州の諸大学や研究機関と
の学術・研究交流の促進、留学生・研究者ネットワークの構築など、国際連携拠点
として、様々な活動を行っています。

お友達との食事会（右）

ドゥオーモ ( ミラノ大聖堂 ) にて N
AKAJIM

A Sara

Kobe University Brussels European Centre

こんにちは！留学生です 20国際ニュース / 留学だより21

欧州での活動を強化してきました。ブリュッセル

オフィスシンポジウムはその取り組みの一環として例

年開催してきたもので、最新の研究成果を共有するの

みならず、政府関係者や研究者の間での情報交換や

ネットワーキングの場としても機能してきました。

　ブリュッセルオフィスが中心となって行ってきた

シンポジウムを含む一連の活動によって、多数の研究

者の交流が深まり研究成果が生まれるとともに、これ

までに140校を超える欧州の有力な大学と学術交流協

定を締結しており、研究者や学生が活発な学術交流を

行っています。このような成果が評価され、ブリュッ

セルオフィスは令和元年度学長表彰を受賞し、第10回

を記念する今回のシンポジウムに花を添えました。

　また、今年度からは本学の職員がブリュッセルに

常駐することになりました。この職員の活躍により、

本学と欧州の大学・研究機関との双方向の交流がさら

に拡大することが期待されます。

ナウファル　アフィック　ビン　ナサルディン
NAUFAL AFIQ BIN NASARUDDIN

経営学部経営学科 3年
マレーシア出身。フルネームがとても長いので、日本
では「ナウさん」と呼ばれている。現在は一人暮らし
をしており、母のありがたみを改めて感じたとのこ
と。座右の銘は「Always Smiling」・いつも笑顔で。

Message from a foreign student

こん にち は！
留学生です

マレーシア

　 神戸大学に来る前はどんなことを？
　高校を卒業してから、日本語学校に２年ほど通って勉強をしていました。料理

人になりたいという気持ちもあって、専門学校に行くか留学するかで迷ったので

すが、国費留学生として留学するのであれば、両親の負担も少ないので、その方

がいいなと思って。関西の雰囲気が好きで、日本語学校の先生に勧められて神戸

大学に来ることにしました。

　　どのようなキャンパスライフを過ごしていますか？
　経営学部で、企業の戦略やマネージメントなどについて学んでいます。先生も

分かりやすく教えてくれますし、分からないところは同じ学部の友達が教えてく

れたりして、とても助かっています。また、「ぺんぺん草」という手話のサーク

ルに入っていて、鉄板焼き屋さんでアルバイトもしています。

　サークル活動とアルバイトもされているんですね！
　もともと手話に興味があって、大学に入った時に何か新しいことを始めようと

思って、「ぺんぺん草」に入りました。実は、サークルに入る前は手話は世界共

通だと思っていたのですが、国によって全く違うと知って驚きました(笑)。マレー

シアの手話も機会があれば勉強したいです。とても仲の良いアットホームな雰囲

気のサークルで、集まって手話で会話したり、学童保育所で手話講座をしたり

と、楽しく活動しています。

　アルバイトも、単にお金を稼ぐだけではなくて、日本ならではのお客さんへの

サービスや、目上の人への接し方など、たくさんのことを学べています。日本の

敬語の使い方はとても難しいですが、お店で実践できて、こういう風にすればい

いんだと覚えることができました。

　　今後の目標を教えてください。
　将来は、企業でマネージメントに関わりたいです。せっかく日本語をたくさん

学んだので、マレーシアと日本の橋渡しになるような仕事ができたらいいなと

思っています。

　そして、もともとの夢だった料理人も、諦めるわけではなくて、最終的には自

分のお店を持ちたいと思っています。それが叶えられるよう、これからいろんな

経験を積んで、頑張りたいです。

世界各国から来た約1400人の留学生が神戸大学で学んでいます。
このコーナーでは、母国の文化や習慣などの話を交えながら、国境を越えて頑張っている留学生にスポットを当てます。

ペトロナスツインタワーぺんぺん草ステージ発表後の集合写真手話の仲間達と

̶国際ニュース̶

東南アジアの中心に位置し、マレー半島とボルネオ島の一部か
ら成り立つ立憲君主制国家。多民族国家で、人口は約3,200万
人。首都クアラルンプールの「ペトロナスツインタワー」やモス
クがとても有名。

勉強、サークル、アルバイト

夢に向かって様々な経験を
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同窓会・学友会・育友会

アラムナイ

アンケートの回答は神戸大学広報課の     
メールアドレスにお願いします。

神戸大学広報誌『風』14号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

1.どの記事に関心を持たれましたか　　2.その記事についてどのような感想を持たれましたか　　3.今後読みたい記事　　4.その他何でもご感想を

ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp WEBフォームもありますので
今すぐアクセス !※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

読者の皆様へアンケートのお願い

日々更新中！ 公式  Twitter
「@KobeU_PR」

公式  Facebook
「神戸大学 _ Kobe University」

Mini News

　10月、神戸大学として初めて「神戸大学統合報告書 2019」を発行しました。
大学案内でも事業報告でもない、「神戸から世界へ 過去から未来へ」をテーマに、
神戸大学の「これから」をお伝えする内容となっています。
　統合報告書は大学ホームページで公開し、WEBアンケートも行っております。
是非ご一読いただき、ご意見をお聞かせください。

　11月9日（土）、統合報告書の発行報告会として、六甲台第二

キャンパスの六甲ホールにて「シンダイシンポ 2019」を開催し、

200人近くの方に来場いただきました。

　シンポジウムでは、神戸大学からは武田学長と若手事務職員

が、それぞれ「神戸大学のビジョン発信」「神戸大の統合報告」と

題した講演を行いました。また、ゲストには、オムロン株式会社

執行役員副社長 宮永 裕氏（本学法学部卒業）、有限責任あずさ監査

法人　統合報告CoEパートナー 大槻 櫻子氏（本学経済学部卒業）、

神戸大学初の統合報告書を発行しました

発行を記念して「シンダイシンポ 2019」を開催しました

「神戸大学ビジョン発信プロジェクト」の取り組み

公式 YouTube
「神戸大学Kobe University」

You
Tube

公式Instagram
「kobe_university」

関西学院大学商学部教授／学長補佐   阪 智香氏をお招きしました。

ダイアログ（対話）では、「神戸大と創ろう 人・価値・未来」を

テーマに、闊達な議論がなされ、会場からも多くの質問がありま

した。

　シンポジウム終盤では、公務の合間を縫って駆けつけていた

だいた久元 喜造 神戸市長からご挨拶をいただき、盛況のうちに

幕を閉じました。

　統合報告書の作成、シンポジウムの開催は「神戸大学ビジョン

発信プロジェクト」が中心となり、活動を行いました。

　「神戸大学ビジョン発信プロジェクト」は、神戸大学の戦略的

情報発信、教職員の協働意識や求心力の向上などを目的として

います。

　プロジェクトのメンバーは部署を横断して自発的に集まった若

手職員が中心となっており、教職協働でプロジェクトを進めてい

ます。

ミャンマー神戸大学同窓会会長が語る、
「ミャンマーと日本の教育交流」

　1993年から文学部と文化学研究科で比較言語学を学び、2005

年にミャンマーに帰国したティン エイエイコ氏は、2011年に

ミャンマー神戸大学同窓会を発足し、インターンシップの受け

入れや積極的な人材交流など、幅広く活躍しています。5月17日

（金）、神戸大学工学振興会（KTC）総会の講演会で、ミャンマー

における日本語教育やグローバル人材の育成など、具体的な活

動をお話しいただきました。

　2022年、神戸大学は前身である神戸高等商業学校の創立から120周年を迎えます。

1949年、新制大学として再スタートしてからは、さまざまな学校を統合、また新学部

を設置して現在にいたり、卒業生は約15万人を数えます。

　多くの卒業生が、キャンパスライフの思い出として懐かしむのが、クラブや同好会

などの課外活動です。現在、学内の公認団体は100あり、活動環境の維持・向上に部室

棟の整備が欠かせませんが、学内の施設は老朽化が目立ち、残念ながら快適とはいえ

ません。そこで、創立120周年を記念し、鶴甲第１キャンパスの部室棟を建て替える計

画を立てています。

　課外活動の支援は、大学運営の予算外の支出となり、神戸大学基金の重点サポート

分野です。新しい“クラブハウス”の建設に向け、皆さまからのご寄附を何卒よろしく

お願いいたします。

神戸大学基金 検 索

神戸大学基金だより

～神戸大学工学振興会（KTC）の講演会より

　ティン氏は、ヤンゴンで「ティンミャンマー・ランゲージセン

ター」を設立し、多くの日本語教材を開発・出版しています。技

能実習生として訪日・滞日するミャンマー人が大幅に増え、日

本語学習者の増加率が近年では前年比70％以上と、東南アジア

では群を抜いているとのこと。日本からの注目も高まり、神戸

大学グローバルチャレンジプログラムをはじめ、さまざまな交

流が広がっていることを紹介されました。

　ティン氏の留学には元日本兵からの援助があり、ミャンマー

と日本との架け橋になる、という“恩返し”の思いをお持ちです。

日本大使館主催行事や国際奉仕活動のサポートをはじめ、日本

人墓地の戦没者慰霊碑建立に

尽力したり、ミャンマーを訪

れた日本人学生に歴史的関係

を説明するなど、語学教育の

みならず民間交流の大きな役

割を担っておられます。

※詳しい講演内容は、KTCのWEBサイト
（http://www.ktc.or.jp/ 機関誌89号）をご覧ください。

※神戸大学基金へのご寄附は、確定申告を行っていただくと税制上の優遇措置を

　受けることができます。

※神戸大学基金については、ホームページもご参照ください。

統合報告書は
こちらから。

シンダイ

シンダイ


